
地中熱で舗装を暖めて
雪を融かす

地中熱を集める！

ボーリング孔

ヒートパイプ

ヒートパイプは
動力なしで
地中熱を運ぶ！

ランニングコスト0［ゼロ］　地中熱で路面を暖める

熱を運ぶヒートパイプ

地中熱ヒートパイプの自動融雪運転

ヒートパイプは地下と舗装面の温度差で放熱いたします。降雪時や気温低下時は自動的に多くの熱を運び融雪、凍結防止を行います。
暖かい時はあまり放熱せず気温の寒暖によって自動制御する機能を持ちます。

気温が高いときはあまり放熱せず、
地温は回復します。

作動しない

好 天 時

降雪時は雪を融かしきるまで
大きな放熱量を保ちます。

地中熱を輸送

放熱 融雪

降 雪 時

気温低下にあわせ放熱量が増加し、
凍結を防止します。

地中熱を輸送

気温低下時

放熱 凍結
防止

上越妙高駅西口歩道

特 長

地下と舗装路面の温度差を動力として熱を運ぶヒートパイプを利用することで電気・ガス・
化石燃料等を使用しないランニングコストゼロの融雪が可能です。

無騒音なので冬期バリアフリー対応の歩道融雪やバス停などのスポット融雪に最適です。

ヒートパイプを融雪箇所の下に埋設するだけなので制御盤や受電設備等の地上構造物が
不要です。



　本方式では、1本の採熱孔（φ100～125mm程度×15～20m程度、ヒートパイプ2～5本挿入）で、2～5m2の融雪を行うことが
できるので、スポット的な融雪や凍結防止もしています。歩道、バス停、車いす用スロープ、車道のランプ部・交差点・坂道、駐車場な
どに多く設置されています。制御電源も不要なので、どこにでも設置できるのが大きな特長です。また、除雪路線への補助的融雪・
凍結防止を前提とした設置も行われています。施工手順は以下の通りで、舗装終了後直ちに融雪が可能となります。

① 採熱孔掘削・鋼管建込

④ コンクリート舗装・平板敷設 ⑤ 融雪開始

② ヒートパイプ挿入・据付 ③ 採熱孔珪砂充填

上越市安塚区 車道

新潟駅南口 歩道 柏崎市吉井 歩道

阿賀町津川 バス停

設置手順
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